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2KP－11 カウルネックにおけるドレープの評仙

被　　服

　　　　　　共立女子短大　○三木幹子　綾川雅子　　奈良女人生活環境　丹羽雅子

＜目的＞　布のドレープ性にはカーテンやフレアースカートのような広い而積のものから、

衿や袖の一部分に使用される面積の小さい装飾的なドレープまで様々な種類があり、各々、

用途に応じた評価法を検討する必要がある。　そこで本研究は、装飾ドレープとして、緩や

かな波形状のたるみを衿元にあしらったカウル・カラーに着目し、ドレープの形態ならび

に美しさに及ぼす布の力学特性の影響を明らかにすることを目的どした。

＜方法＞　高ドレープ性能を備えた試料布15種類について、KES-FBシステムを用いて基本

力学特性を測定した。　これらの試料布を用いて、カウル･､カラーのサンプルを前身頃中心

の地の目がバイヤス方向になるように製作した。JIS婦人９号サイズの人台にサンプルを着

装させ、視覚官能検査を行った。被験者は20代の女性15名とし、官能評価はシェッフェの

ー対比較法を採用し、２サンプル間を５段階尺度で評価してもらった。多変量解析により、

布の力学特性を変数として、カウル・カラーのドレープの視覚評価値の予測を試みた。

＜結果＞　曲げおよびせん断剛性が大きく、また曲げおよびせん断ヒステリシスの小さい

試料は、官能値がマイナスに評価されており、反対にある程度剛く、弾性が大きすぎない

試料の方がドレープか美しいと評価された。軟らかすぎるサンプルの場合、ひだを形成し

難く、また形成したドレープのひだを維持する能力、すなわち形態安定性能に乏しいため

高い評価が得られなかったと思われる。　また、ドレープを支配するパラメータとして曲げ、

せん断に関する複数の力学特性値を用いて重回帰分析を行った結果、視覚官能評価値の予

測式を導くことができ、カウル・カラーに適した布の特性が明らかになった。

2KP-12 ジャケットの素材物性とゆとり量の認識・着用感との関係

文化女大家政　○柳田佳子　玉木敦子　筋野淑子
目的　人体の運動機能性に対する衣服適合性の要因は、デザイン、パターンメーキング、
一
素材物性、ゆとり量の設定、および着用感等である。そこで素材物性の異なるジャケット

に対するゆとり量の認識と、着用感の相違について考察することを研究目的とした。

素材別に６着のジャケットを製作した。被験者は満21～24歳の成人女子で、標準体29名で

ある。着用条件は同一のブラウスにジャケットを着用させ、ボタンを止めさせた。実験は

静立時および上肢前挙90°の２動作とし、ジャケット着用時のBL位におけるゆとり量に対

する寸法の認識と、着用感の良否について、一対比較法（中屋の変法）による官能検査を

実施した。その結果より、分散分析、相関分析、回帰分析を行い、考察を試みた。

結果　ジャケット着用時におけるBL位のゆとり量に対する寸法の認識は、静立時ではショ
ー
－セット、テンセル、ストレッチウール、サージ、ギャバジン、グログランの順に大きい

と評価され、寸法差は最大1.4 cmであった。動作時ではテンセルとストレッチウールの順

位が入れ替わり、寸法差の認識は最大2.3 anと増加した。着用感に対する良否は、静立時

と動作時とに大差はなかったが、ただしジ3 ―ゼットとストレッチウールは、動作時の方

が評価は高くなった。さらにグログランは静立時・動作時共に、着用感は最も悪いと評価

された。結果、グログランは寸法に対する認識は最小、着用感は最低と総合評価した。ま

た、官能量と引張り特性、曲げ特性、剪断特性等の素材物性との間に関係が認められた。
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